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１．はじめに

２．環境観測衛星データ（放射量）の校正

３．環境観測衛星データ（高次物理量）の検証

４．環境観測衛星データの利用

５．まとめ

内容
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• 近年、地球温暖化や異常気象といった地球
環境の変化に関するキーワードが頻繁に取
り上げられ、問題が議論されている。

１．はじめに

• こういった地球規模での問題を議論するにあ
たり、広域且つ高頻度で全球を観測できる環
境観測衛星の存在は必要不可欠である。
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• 物理量観測の原理

（海洋植物プランクトン濃度の例）

校正検証の必要性
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校正検証の必要性

衛星センサによる
放射量の測定

測定放射量から
高次物理量の推定

センサ測定値の校正

推定物理量の検証

データ利用
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環境観測衛星とRESTECの関わり
ADEOS

©JAXA

ADEOS-II

©JAXA

GOSAT

©JAXA

GCOM-W1

©JAXA
TRMM

©NASA

AQUA

©NASA
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２．環境観測衛星データ（放射量）の校正

太陽
月
搭載ランプ
搭載黒体
宇宙空間 等

軌道上校正

代替校正

ゾンデデータ

エアロソル

地表面反射率

放射伝達
シミュレーション

相互校正

衛星打ち上げ後の校正評価方法

衛星センサに合わせた評価方法の検討・ツール作成・評価を実施



8

代替校正評価実施例：GOSAT

©JAXA

©JAXA/NIES/MOE

二酸化炭素、メタン等 雲・エアロソル等

TANSO-FTS TANSO-CAI
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代替校正評価実施例：GOSAT

Low (0.30－0.37) 

Middle (0.37－0.39) 

High (0.39－0.50) 

Low (0.30－0.37) 

Middle (0.37－0.39) 

High (0.39－0.50) 

衛星データを利用した
地上測定点の検討

現場観測データ

放射伝達
モデル

太陽光
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

GOSAT
観測輝度

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
輝度

++
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AMSR‐Eの例

３．環境観測衛星データ（高次物理量）の検証

©NASA

海面温度

積算水蒸気量
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ラジオゾンデデータによる積算水蒸気量の検証例

AMSR‐E高次物理量の検証例

AMSR-E積算水蒸気量 ラジオゾンデ観測点
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・環境観測衛星による各種データセットの作成

・データ利用の拡大に向けた公開システムの構築

４．環境観測衛星データの利用
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GSMaP(Global Satellite Mapping of Precipitation)

世界の雨分布準リアルタイム配信

・複数衛星(（TRMM/TMI, Aqua/ 
AMSR‐E, DMSP/SSM/I, 
DMSP/SSMIS, NOAA‐19/ 
AMSU, MetOp‐A/AMSU, 
GEO/IR）を使用して、

観測の約４時間後に全球の
雨と雲の分布を画像提供

出典：「http://sharaku.eorc.jaxa.jp/GSMaP/index_j.htm ] 
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JASMES(JAXA Satellite Monitoring for Environmental Studies)

地球環境モニタリングデータセット公開

出典：[http://kuroshio.eorc.jaxa.jp/JASMES/index_j.html ] 
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Arctic Sea‐Ice Monitor

北極海氷モニタリング

出典：[http://www.ijis.iarc.uaf.edu/cgi‐bin/seaice‐monitor.cgi?lang=j ] 
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当財団では、宇宙航空研究開発機構殿／地球
観測研究センター発足当時から受託業務を通
して数多くの環境観測衛星データに接し、観測
データの校正から推定物理量の検証および
データ利用に亘る広い範囲をサポートできる技
術を蓄積しております。

今後もデータの精度向上と利用拡大に向けて
更なる技術の向上を目指してゆく予定です。

５．おわりに
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ご清聴有難うございました。


